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、 3 は右肩、 4 は右裾の声点を示し、 濁声
点は
濁、 新濁符号は新濁で示す）。
























































(4) 古く、 投声語ヒョウド、 チャウドのように鼻（母）音に後統する「と」が連濁する。
「丁度」のように後に和製漢匝として固定したものは連濁形で残るが（亀井1969)、 大部









(5) 姓名のうち、 神田、 上林、 恩田、 千田、 神崎、 のように「ン」に前接するものは連
濁する。 逆に、 勘太（郎）・金太（郎）といったものは連濁しない。 神田・上林という姓は
和語の構造であるという認識があり、 勘太郎・金太郎という名は漢語の構造であるとい











「名栢記』（勉誠社）巻四ー2 1 オには、「サアラムカラニ サイハムカラニナト イヘ




























くいが（森田、 柴田、富田、広田、 横田、生田、 坂田、 成田、 栗田、久保田、豊田、 古
田）、〇●●型の場合、速濁しやすい（山田、 吉田、石田、 池田、岡田、内田、福田、武
田、 安田、松田）。「川」の湯合、〇●00型の場合遥濁しないが（早川、黒川、塀JII、




上、池JII、 池島は連濁するが、〇●00型となる池原、池下、池橋、 池平、 池畑などは
連濁しない。 これらも傾向としてはあるが、 例えば赤羽先生は〇●●●型で、 アカハネ
先生ともアカバネ先生とも、挨拶されている（ちなみに両者に対して先生は御返事なさ
る。無頓着であられたが、 一方学問にかける情熱は試に真摯であった。私は心からその
情熱に学びたいと思う。 長いOO、有難うございました）。 このように、 アクセントによ
る連濁は例外も多く、 類推が慟く場合も多い。「田」を後部に有する姓ゃ「赤」を前部
に有する姓が、 アクセント型によって連濁と非連濁とが比較的整然と分れるのは、「類






きりとる、 かりとる、はしりとる、つかいこみ、つめこみ、 はなしかける、 みとる等。
前部と後部の間に助詞が入る事を根拠に、もともと二語であって複合の度合いが低い





(12) 前部と後部が対等の資格で連なるものは連濁し難い。 ヤマカワーヤマガワ、 タハタ
（田畑）ームギパタケ（麦畑）、 クサキ（草木）ーワカギ（若木）。
これは前述 (1) のように字音栢の場合も同様である (18横 1 竪 2/33廣 1 多 2/33元
(5) - 371-






















ガ行四段動詞のように、 化石的な残存と思われ るもの を一旦おいておくと、 (1) ～
(7) までは鼻音による辿濁である (A)。（ 8)(9) はアクセシトが関係すると思われる辿
濁である(B)。(10)以降は格関係が関与する辿濁である(C)。 そして、 これ ら全体に
様々な「類推」が働いていると思われる。
さて(C)が語と話の結合であり、様々な格関係で辿濁したりしなかったりするのに対
し、 (B) は全てではないが、ヒロ (J1;.) ／トヨ（幾）／オ（小）／ヤナ（樽）など (C)よりは小
さな単位を前部に含み、 格関係はOO与していないようなのである（この点ではアカ（赤）
／キタ（北）も同様ではなかろうか）。 現段階では、多くアクセントや「類推」による事
- 370- (6) 
が知られている。 更に (A) には (B) よりも更に小さな単位（読ん／飛ん／死ん／やカン
（神））が前部に含まれる。 そして鼻音による追濁は化石的とはいえ不可避的なのである。
つまり、 逃濁の仕方一郎ち鼻音による、 アクセントによる、 格関係による、•それぞれの
辿濁の仕方と語の構造とが一定の相Ill)関係をなしているのではないかという事実である。
























は切り出せる要紫（豊／広）を含むが、 独立した用法は持たない。 この場合、 概ねアクセ















(A) (B) (C) のどれに含まれるかという点のほうにむしろ変化があった。！更に字音語ゃ
擬声語に含まれる昴音が日本語の中にどのように定滸しているのかが時代によって異
なっていた。呉音系の字音語は古く (A)に辰したが、 撥音の独立や漢字学習の結果など
によって（B ）や(C) へと移行したのではなかったか。 同様に擬声語「ヒョウド」「チョ
ウド」なども古く (A) に屈したが、 現在では (B) や (C) に辰するように移行した。 また、
「神田」「上林」などは和語系で (A) に屈するが、「金太郎」「勘太郎」はi英語系と同様
の(B)乃至は(C)に属するのではなかろうか。「三太夫」はかつて(A)に属していた事
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